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2 0 2 1 - 2 2 年 度 国際 ロ ー タ リー テ ー マ  

「 奉 仕 し よ う  

み ん な の 人 生 を 豊か に す る た めに 」  

2 0 2 1 - 2 2 年 度 クラ ブ テ ー マ  

「立ち向かおう！   

ロータリアンの総意を結集して」  

 

週  報  第 ２ ６ ３ ３ 回  

２ ０ ２ １ 年 １ １ 月 １ ９ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C LU B  N O . 1 50 7 0  

今 回 例 会 行 事        テーマ：クラブ協議会  

担  当：クラブ戦略計画特別委員会  

１１月２６日    テーマ： ｢カーボンニュートラル ｣とは？  

担  当：クラブ奉仕委員会   卓話者：市原正男会員  

♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ３ ２例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

ウ イシュ ト ンホテル ・ユーカ リ  

司会  江口茂勇  
「 奉仕の理想 」  

「 四つのテス ト 」  
 

会長挨拶     会 長  江頭泰利  

皆さん こんにちは 。  

本日は 、第 １ ２ グ ループの情報研修会 とい

う こ と で 、 例 年通 り 、 八 千代 ロー タ リ ー ク ラ ブ

の例会を 12 :30 よ り 実施し 、 その後 14 :00 か

ら情報研究会にな り ます 。 16 :00 までの長丁

場にな り ますが よろ し く お願いいたし ます 。  

 

今回は ロー タ リーの組織 と し て 、 「 多様性 ・

公平 さ ・ イ ン クルージ ョ ン （ 包摂 ） への コ ミ ッ ト

メ ン ト 」 が 下記の通 り採択 されま し たので 、 重

要な内容 と考え 、 ご案内いた し ます 。  

R I 理事会は ６月の会合にて 、 Ｄ Ｅ Ｉ タ ス クフ

ォ ー ス か ら の 指針に基づ き 、 ロ ー タ リ ー が 採

択 し た ２ ０ １ ９ 年の Ｄ Ｅ Ｉ （ 多 様性 、 公平 さ 、 イ

ン ク ル ー ジ ョ ン ） 声 明 の 見 直 し と 強 化 を 行

い 、 ロ ー タ リ ー が 組 織 と し て 多 様 性 、 公 平

さ 、 イ ン ク ル ー ジ ョ ン （ 包 摂 ） の 原 則 を 尊 重

し 、 実践する ためのさ らな る ステ ッ プ を取 り ま

し た 。 そ の 結 果 と し て 新 た な 「 多 様 性 ・ 公 平

さ ・ イ ン ク ルー ジ ョ ン （ 包 摂 ） へ の コ ミ ッ ト メ ン

ト 」 が 下記の通り採択 されま した 。  

 

そ の ま えに 、 イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 語 源につ

い て 触 れ て お き ま す 。 イ ン ク ル ー ジ ョ ン は 、

フ ラ ン ス の な か で 社 会 的 経 済 的 格 差 を 「 社

会 的 排 除 （ ソ ー シ ャ ル ・ エ ク ス ク ル ー ジ ョ

ン ） 」 と 呼 ん でい た と こ ろ に あ り ま す 。 社会的

排除 とは 、 社会か ら排除 さ れたニー ト や若年

層の失業者 、 障害者な ど 幅広い対象者 を含

ん だ格差社会の抱 え る 問 題 を 表 し た 言 葉で

す 。 １ ９ ８ ０ 年 代 に 入 る と 、 ア メ リ カ で の 障害

児 教 育 の 分 野 で こ の 概 念 が 注 目 さ れ ま し

た 。 日本では イ ン クルージ ョ ン とい う言葉を 、

障害児が通常学級で学ぶ イ ン ク ル ー シ ブ 教

育 と し て 用い て い ま す 。 １ ９ ７ ０ 年 代 フ ラ ン ス

は 、 戦 後 復興 と 福 祉 国家 の 諸制 度 を 整 え ま

し た が 、 そ の な か で さ え も 排 除 さ れ て い る 階

層の人々がお り 、 そ の 状態 を 「 社 会的排除 ：

ソ ー シ ャ ル ・ エ ク ス ク ルー ジ ョ ン 」 と 呼 んだ の

で す 。 そ れ は 欧 州 の 失 業 問 題 が ク ロ ー ズ ア

ッ プ さ れ た際 、 「 社 会的包摂 ： ソ ーシ ャ ル ・ イ
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ン クルージ ョ ン 」 を対義 と し て広ま り ます 。  

 

採択された内容は次の とお り です。  

『 ロ ー タ リ ー で 私 た ち は 、 持続 可能な 良 い

変 化 を 生 む た め に 人 び と が 手 を 取 り 合 っ て

行動す る 世界 と い う ビ ジ ョ ン の 実現には 、 多

様 性 が あ り 、 公 平 で 、 イ ン ク ル ー シ ブ （ 包 摂

的 ） な 文 化 を培 う こ と が 不可 欠 であ る と 理解

し てい ます。  

私 た ち は 多 様 性 を 重 ん じ 、 す べ て の 背

景 、 年齢 、 民族 、 人種 、 肌 の色 、 障害 、 学習

ス タ イル 、 宗教 、信条 、 社会経済的立場 、文

化 、 婚 姻 状 況 、 使 用 言 語 、 性 別 、 性 的 指

向 、 ジ ェ ン ダ ー 自 認だ け で な く 、 異 な る ア イ

デ ア 、 考え 、 価値観 、信念 を持つ人び とに よ

る貢献を大切に します 。  

 

ロ ー タ リ ー へ の 入 会 、 参 加 、 リ ー ダ ー シ ッ

プ の 機 会 と い っ た 面 で 、 歴 史 的 に 特 定 の グ

ループの人び とが障壁に直面していた とい う

点 を認識し 、 すべての人が成功のための リ ソ

ー ス 、 機 会 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 支 援 への 必要 な

ア ク セ ス を得 ら れ る よ う 、 地 域 社会での パ ー

トナーシ ップ も含め 、 ロー タ リ ーのあ らゆ る側

面で公平さ を促進 してい く こ と に 私た ちは全

力を注ぎます 。  

 

私たちは 、すべての人が目に見える 、 ま た

は 目に見 えな い本質的に独自の資質 を備 え

て い る と 信 じ て い ま す 。 ま た 、 自分が大 切に

されてい る とすべての人が感じ 、 帰属意識を

持 て る よ う な イ ン ク ル ー シ ブ な 文 化 を 築 く こ

とに尽力し ます 。  

 

高潔性 と い う ロ ー タ リ ー の 価値観に従 い 、

Ｄ Ｅ Ｉ （ 多様性 、公平 さ 、 イ ン クルージ ョ ン ） に

い た る 旅 路 に お い て 組 織 と し て 自 分 た ち が

ど こ に い る の か を 正 直 か つ 透 明 性 を も っ て

見 据 え る と と も に 、 こ れ か ら も 学 び 、 向 上 し

続けてい く こ と に全力を尽 く し ます 。 』  

 

理 事 会 は 、 ２ ０ ２ ０ 年 に 「 多 様 性 ・ 公 平 さ ・

イ ン ク ル ー ジ ョ ン （ Ｄ Ｅ Ｉ ） タ ス ク フ ォ ー ス 」 を

招集 し 、 ロー タ リ ーにおけ る Ｄ Ｅ Ｉ の 現状を調

査 し て 達 成 可 能 ・ 測 定 可 能 な 意 義 あ る 結果

を も た ら す 包 括 的な 行動 計 画 を 作 成す る 任

務 を 与 え ま し た 。 こ の 計 画 は 現 在 作 成 中 で

あ り ２ ０ ２ １ 年 １ ０ 月 に 理 事 会 に 提 示 さ れ ま

す 。  

ま た 、 理事会は以下の点に も同意し ま した 。  

• 次 期 ・ 現 ・ 元 R I 役員に Ｄ Ｅ Ｉ 研修を提供する  

• ロ ー タ リ ー行動規範を推進する  

• 行 動規範に対する違反を報告する手続き を

設け る  

上記の決定および Ｄ Ｅ Ｉ に 関する 継続的な

取 り 組 み に 関 す る こ の ほ か の 情 報 は 、 今 後

数週間以内に r o ta r y .o rg/de i に掲載される

予定です 。  

 

理事会は この 1 年間 、 ロー タ リ ーでの体験

を よ り 公 平 で 、 開放的 で 、 歓迎的 な も の と す

る た め に 取 り 組 ん で き た タ ス ク フ ォ ー ス に 感

謝 の 意 を 表 し て い ま す 。 タ ス ク フ ォ ー ス に よ

る 取 り 組みは 、 ロー タ リ ーの 長期的な 成功に

と っ て 極 め て 重 要 と な り ま す 。 Ｄ Ｅ Ｉ タ ス ク フ

ォ ー ス に よ る 取 り 組み は 、 理 事会 に よ っ て ２

０ ２ ３ 年 ６ 月 ま で 延長 さ れ ま し た 。 ロ ー タ リ ー

の DEI 声明に違反する言動を目にした り 、体

験 し た り し た 方は 、 DEI . Inqu i r i e s@ro ta r y .o r g

までご連絡 く だ さい 。  

 

幹事報告     幹事  鈴木利雄  

コ ロナの感染者数も減少を続け 、 報道で

は １テーブル ４ 人以下の会食の制限撤廃の

話 も出ています 。 現在の例会のス タ イル も

今後少しづつ元の形に戻してい こ う と 思 っ

てお り ますので よろ し く お願い致し ます 。  

・ 本日は １ ４ 時点鐘で地区情報研究会が開

催 されます 。  

・ ３ 委員会合同セ ミナー開催  

１ １ /２ １ オ ン ラ イン 参加 ： 会長 ・ 幹事  

稲山広報委員長 ・菊川親睦委員長  

・ １ １ /１ ９ 理事会開催  
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例 会 行 事  
 
青少年奉仕委員会   委員長  佐々木俊一  
 

 本日は 、地区青少年委員長 と して 大変活躍

されてい る 田村会員に卓話をお願い してお り

ます 。  

青少年交換 ﾌﾟﾛｸ ﾞ ﾗﾑに つい て貴重な卓話を し

て頂け る と 思い ますので楽 しみにお聴 き くだ

さ い 。 よ ろ し く お願い致 し ます 。  

 
テーマ：ロータリー青少年交換  

～主に短期交換について～  
卓話者：田村  隆治会員  

 皆さ ま こんにちは 。本日卓話をや らせて

いただ く田村です 。 ど うぞ よ ろ し く お願いい

た し ます 。皆様にご承認をいただき 、 地区

青少年交換委員長 と し て ２ 年目を迎えてお

り ます 。 また 、 稲山会員 、久土地会員を地

区に輩出いただ き 、 この場をお借 り し て感

謝申し上げます 。  

本日は ロー タ リー青少年交換 （主に短期

交換について ） と い う テーマでお話 をいたし

ます 。 ご存 じの通 り 、 佐々木会員のご令嬢 、

彩心 (あやみ )さん が来年夏に短期交換を目

指してお り 、 今 、 ご家族 と と も に頑張ってい

る と こ ろ です 。  

ロー タ リ ーには ４つの青少年奉仕プ ログ ラ

ムが ござい ます 。  

 

①  イ ン ターア ク ト 、 高校生たちの集ま り です 。

地区内には １ ４ の イ ン ターア ク ト ク ラ ブが

ござい ます。  

 

②  ロー ターア ク ト 、 以前は １ ８ ～ ３ ０ 歳 まで と

年齢制限があ り ま したが 、 昨年度？か ら

上限が解除 されています。地区内には ６

つの ロー ターア ク ト ク ラ ブ が ござい ます 。  

 

③  ロ ー タ リ ー 青 少 年指 導 者養 成プ ロ グ ラ ム 、

RYLA です 。昨年度は中止にな り ま した

が 、 本年度は ２ 月 ５ 日に予定してお り ま

す 。 ただ例年行っている １ 泊 ２ 日のウ ォー

ク ラ リ ーではな く １ 日開催です 。 そ して  

 

④  ロー タ リ ー青少年交換です 。  

 

ロー タ リ ー青少年交換 とは？ とい う こ と で

簡単にご説明し ます と 、 １ ９ ２ ９ 年 、 ヨー ロ ッ

パの ロー タ リ ー ク ラブに よ って始め られ 、 ９

２ 年の間、毎年行われて き まし た 。 その間、

２ 回だけ中断された こ とがあ り ます 。 第 ２次

世界大戦の時が 1 回目 、 ２ 回目は一昨年か

ら去年にかけての新型コ ロナ ウイル スの影

響に よ る ものです 。  

地元ロー タ リー ク ラ ブに よ る支援の下、 １ ５

～ １ ９ 歳の学生が海外に滞在し 、 外国語や

異文化 を 学びな が ら 、 海 外の若者 と交 流 し 、

た く さん の友達をつく る 。 将来有望でグ ロー

バルな若者を育てるプ ログ ラ ムでござい ま

す 。 現在では世界 １ ０ ０ か 国以上で実施さ

れてお り ます 。  

 

彼らは高校生親善大使 と呼ばれています 。

ロー タ リ ー的な人を増やすため人 と人 との

交流が大きな目的です 。 「 ロー タ リー的な

人 」 と は 、 簡単に言 う と ロー タ リ ーの目的で

あ る世界平和を心掛けそれに向けて活動を

する人 。私たちは単な る奨学金団体ではな

いので決して語学習得のために行く わけで

はございません 。  

 

交換には長期交換 と短期交換がござい ま

す 。 長期は海外で １ 年間過ごし ます 。 複数

のホ ス ト フ ァ ミ リ ー宅に滞在しなが ら現地の

学校に通います。短期は数日間か ら数カ月

間 、夏休みや春休みの期間中に行われま

す 。短期の場合、交換相手のホ ス トフ ァ ミ リ

ー宅に滞在し ます。 短期の特徴 といた しま

し て 、 ７ 月に外国人交換生が来日し 、 日本

人交換生 と一緒に約 １か月間過ごし ます 。

その後 ８ 月にお二人で外国へ派遣さ れま す 。

外国で約 １ か月間過ご し 、日本人交換生が

帰国し ます 。 交換中は ク ラ ブ と して あ ま りや

る こ とがな く 、 主に双方の家族でのつな が り

です 。 お互いの家族がホス ト フ ァ ミ リ ーにな

り ます 。 学校へ通 う義務はござい ません 。派

遣先の多 くは ア メ リ カです 。 その他 イギ リ ス

や ド イ ツに行った学生もい ます 。 ただ し派遣

先は地区側で決定し ます。  

 

それでは スポンサー ク ラブ と し て何をす

ればいいのか？ポイ ン ト は学生 と家族のサ

ポー トです 。 い く つかござい ますのでご説

明し ます 。  
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その １ 、 このプ ログ ラ ムの軸 とな る ク ラブ会

員を一人以上選定して く だ さい 。 例えば青

少年奉仕委員長 、 カ ウ ンセ ラーな どです。

最近では イ タ リ アか ら来た フ ェルデ ィナ ン ド

君の時は飯生会員 、 ア メ リ カか ら 来た イ ン

デ ィ オ君の時は遠藤会員がカウ ンセ ラーと

な り ま し た 。  

 

その ２ 、 毎月 １ 回の地区オ リ エンテーシ ョ ン

に 、 と も に参加して く だ さい 。  

その ３ 、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォーム （ 交換の

申請書 ） の作成です 。 こ ち らは会長 、幹事、

青少年奉仕委員長のサイ ンが必要 とな り ま

す 。 学生や家族 と協力し 、 年内に作成しな

ければな り ません 。佐々木彩心さん と ご家

族 も こ の アプ リ ケーシ ョ ン の作成に今頑張

ってい る こ と と思い ます 。  

 

その ４ 、 外国人交換生を空港でお出迎えし

ます 。  

 

その ５ 、 外国人交換生を ク ラブ例会へ招待

し ます 。 その時にバナーの交換や挨拶をも

らい ます 。 その他 、 ク ラブの行事があれば

参加させてあげるの も よい と思い ます。  

 

その ６ 、 来日か ら約 １か月後、空港でお見

送 り です 。外国人交換生帰国 と同時に日本

人交換生が出発し ます 。 そ して その １か月

後 、空港でお出迎えし ます 。 日本人交換生

の帰国 とな り ます 。  

 

その ７ 、 帰国後、可能であれば例会で帰国

報告をし て も らい ます。  

 

短期交換でよ く あ る質問をま とめ ま し た 。  

来日生が学校に通 う必要がある か？ とい う

こ と ですが 、  

あ り ません 。 し か し 、 で き れば、何日か高校

に通わせてあげる といい と思い ます 。なぜ

な ら学生服 とい う文化のない海外では日本

の学生服は人気があ り ます し 、ほ かの学生

と も友達になれます。 ホ ス ト 家族の負担軽

減になるか もしれません 。 ただ 、 事前に高

校 と相談して くだ さ い 。  

 

来日生が怪我や病気をした時の対処は？ と

いい ます と 、  

当然ですが 、病院へ行く など対処して く だ

さ い 。 来日生の保護者へ連絡する 。 そ して

地区に も連絡して くだ さ い 。 常備薬は所持

して く る こ と が多い 。必要があれば、日本で

処方して も ら う 。 その際、 ア レルギーに注意

する 。 治療費は 、保険に加入しているはず

なので来日生の保護者が負担するのが決

ま り です 。 一時的に ク ラブ 側が立て替える

ケースが多いです 。 その際は領収書を取っ

ておいて く だ さ い 。  

 

ク ラブ の出費はどの く らいか？派遣生の場

合ですが 、  

ほぼあ り ません 。 派遣生の地区行事参加費  

→  RYLA、 ス プ リン グ キ ャンプ 、 認証式等、

ク ラブの ご判断にお任せし ます。  

ク ラブ の出費はどの く らいか？来日生が日

本にいる １ か月間について ですが 、  

生活費は原則 、 ク ラブ負担 。ただ し 、 お互

いの家族で負担する場合が多いです。小

遣いはどち らで も可 。 例会に参加した と き

に あげる ク ラブ も あ り ます 。 行事参加費、ど

ち らで も可 。 観光費については自己負担が

原則です 。  

 

いろんな経験をして 留学か ら帰って き ま

す 。  

彼らは新たな自分に出会えた 、 人の目なん

て気に しな くて いい 、 様々な人のおかげで

自分の生活が成り立ってい る こ とに気づい

た 、 目標を持てた 、 今まで 「 当た り前 」 と思

っていた こ とは ち っぽけな こ と 、 個々を尊重

する こ とができ たな ど様々な感想を話して く

れますが 、 全員が言 うのは自分に自信がつ

いた とい う こ と です 。  

 

２ ０ ０ ５ － ０ ６ 年度  R I 会長  ス テンハマー

氏は 「全世界の高校生すべてが この交換プ

ログ ラ ムに参加すれば世界の争いがな くな

る 」 と お っ し ゃってお り ます 。  

青少年交換は海を越え 、 学び、必ずや成長

するプ ログ ラ ムです 。今後 と も本プ ログ ラム

をど うぞ よ ろ し く お願いいた し ます 。  

 

本日は 、 イ タ リ ア の フ ェルディナ ン ド 君 と

ラ イ ン のテ レビ電話でお話をし てみたい と

思います 。 イ タ リ アは今、 朝の ５ 時です 。  
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≪フ ェルデ ィナ ン ド 君への質問≫  

 

①ロー タ リーの青少年交換を終えてか ら現

在まで何をやったか を教えて くだ さ い 。  

 

イ タ リ ア に戻ってか ら高校を卒業し 、 世界

最古の大学 、 ボ ローニ ャ大学に入学して経

済学を学んでいます 。翌年は ロン ド ン で勉

強する為の奨学金を受けま し たが 、 コ ロナ

の為 、出発の １か月前にジ ョ ン ソン 首相が

留学生の受け入れを中止したのでオン ライ

ン授業 とな り ま し た 。 その翌年は東京で勉

強する ための新しい奨学金を得ま し た 。 コ

ロナの為まだい く事が出来ていませんが 、

来年の ３ 月か ４ 月に日本の青山学院大学に

行 く予定です 。  

 みなさん その際は よろ し く お願い致し ま

す 。  

 

②ロー タ リーの青少年交換で得たものは？  

 

３ つの ホス ト フ ァ ミ リー に会い 、学校では

新 し い 友達や先生に出会 う 事 が 出来 ま し た 。

た く さん得た事があ り ますが 、 １ 番は言語で

す 。 そ し て新しい文化にも出会えま し た 。  

交換の間に大学で何を勉強するか を決めま

し た 。  

 

③ロー タ リー青少年交換の良い と ころ と悪

い と こ ろは？   

 

 長い期間だったので 、 時々大変にな り ま

し た 。 私は イ タ リ アの南にあ るシ シ リ ア島か

ら日本に行き まし た 。 シシ リ ア ではいつでも

大切な家族 と過ご し まし たので 、 自分の家

族に会いたい とい う気持ちにな り ま し た 。 し

か し 、みんな とは また会 う事ができ ますが 、

交換は自分の人生でたった一回 しかできま

せん 。 一回き り のチャン ス ですか ら 、 それを

無駄に しない為に頑張らない といけない と

思いま し た 。  

ロー タ リ ー交換の exchange  p rog r am では 、

まず赤ち ゃんに戻 り ます 。 知 らない国に行

って 、 言語 もわか らない し 、知 らない人ばか

り で 、 人生をス ター トか らや らな ければなら

ない よ う な 感 じです。 その国の言語や文化

を好きにな らない といけない と思います 。例

えば 、 も し イ タ リ アに留学した ら食べ物はお

い しいけど 、 電車はいつも遅れます 。 フ ラン

ス だ と し た ら 、食べ物は全然良 くないけど 、

電車は時間通り です 。 それぞれの国に よっ

て違いは様々ですので 、 その国の言語や

文化を好きにな らな ければ prog r am を終わ

らせ る事ができません 。  

④八千代 RC の メ ンバーへ メ ッ セージ をお

願い し ます 。  
 
みな さん 、 こ れは帰国前に頂いた 「 ゆか

た 」 です 。 申 し訳あ り ませんが 、 このゆかた を
着る事ができ ません 。 なぜな ら 、 ち ょ っ と太
ったか ら 。  
今日は 、私を招待して く れて あ り が と う ご

ざ い ます 。 ま たお会いでき るの を楽 しみにし
てい ます。  
今はまだ朝の ５ 時なのでベ ッ ド に戻 り ます 。  
 
 イ タ リ ア のフ ェルデ ィナン ド 君でした 。 現在
２ １ 歳にな って 、 大学 ３年生で頑張っている
と こ ろ です 。  
こ の様に 、 ロー タ リ ーの青少年交換は期

間が終わってか ら もつなが る こ と がで き る素
晴 ら しいプ ログ ラム だ と思い ます 。 今年度か
ら来年度にかけて 、 八千代 ロー タ リー ク ラブ
と し て は 、 佐々木彩心 さん を全力でお支えし
たい と思い ますので、 皆 さ まど うぞ よ ろ し くお
願い致し ます 。  

 

 

 
～ニ コ ニ コ BOX～           \40 ,000-  

 

☆本日卓話を させて頂き ます 。  

よ ろ し く お願い致し ます。   田村  

 

☆田村会員卓話楽しみです☆  
上代 ・遠藤 ・ 宮野 ・ 宮田 ・ 浅野正敏 ・風間  

安宅 ・日下部 ・ 中村 ・ 永田 ・ 渡邉 ・ 君塚桂一  

江口 ・橋本 ・ 中島貞好 ・佐久間 ・ 栗原 ・ 朝戸  

植村 ・池田 ・ 福田 ・ 菊川 ・ 山浦 ・ 市原 ・ 松戸  

古川 ・杉 ・ 杉山 ・ 三井 ・ 君塚欣哉 ・鈴木利雄  

寺沢 ・齋藤敏夫 ・飯生 ・ 江頭 ・ 飯田 ・ 佐々木  

 

☆麗沢 ｵｰﾌ ﾟﾝｶﾚｯｼ ﾞが 再開 しま し た 。 ｢日本

人 と神様 ｣を ﾃｰﾏに し て神道の授業を受け

ています。  佐野  
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ロータリー情報研究会  
２０２１年１１月１３日  １４時点鐘  

ウイシュトンホテル・ユーカリ  

 
テーマ“ロータリーで輝くために”

～ SERVICEとはすべての活動における根底にあるもの～  
 

 

 

 

 

 近隣クラブ例会日  
火 曜 日  四 街 道 R.C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C  
水 曜 日  習 志 野 R.C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C  
木 曜 日  佐 倉 R.C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C  

  例会場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1 ｳｨ ｼｭ ﾄﾝ ﾎﾃﾙ ･ﾕ ｰｶ ﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍ ﾞｰ ﾄ  
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館          １ １ 月 のロ ー タ リ ー レ ー ト  1 ド ル ￥ １ １ ４ -  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

11/13  ５ ５  ４ ７  ４ ０  85 .12  

■ ク ラ ブ 広 報 委 員 会  委 員 長 : 稲 山 雅 治  副 委 員 長 : 浅 野 正 幸  委 員 : 山 﨑 克 已  久 土 地  剛  
■ 出 席 委 員 長  日 下 部 良 夫  ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 ま で に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い 。  

■ 例 会 日  金 曜 日 1 2 : 3 0～ 1 3 : 3 0  

■ 例 会 場  ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ（ 〒 2 7 6 - 0 0 4 9 八 千 代 市 緑 が 丘 1 - 1 - 1 公 園 都 市 プ ラ ザ 1 F  F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


